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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】健康状態の継続的なモニタリングを可能とする
生理学的状態の測定のための検出システムを提供する。
【解決手段】装置は携帯端末で構成可能であって、１つ
以上の通信伝達およびオーディオ／ビデオ再生手段と生
体信号検出手段を備え、装置の出力の操作および使用者
の反応の分析および生体信号の解析による生理学的状態
(聴力、視力、器用さ、記憶力、呼気分析、体動・振動
など)を測定測定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１つの通信伝達またはオーディオ／ビデオ再生用に設定されている装置であっ
て、前記装置の出力の操作および使用者の反応の分析による生理学的状態の測定のための
検出システムを含む、前記装置を備える器具。
【請求項２】
前記装置が携帯電話である、請求項１に記載の器具。
【請求項３】
前記装置が携帯情報端末である、請求項１に記載の器具。
【請求項４】
前記装置が携帯ゲームプレーヤーである、請求項１に記載の器具。
【請求項５】
前記装置が携帯オーディオプレーヤーである、請求項１に記載の器具。
【請求項６】
前記装置が使用者の聴力を測定するために設定される前記検出システムを備える、請求項
１に記載の器具。
【請求項７】
使用者の聴力を測定するために設定された前記検出システムに動作可能に連結される前記
装置のオーディオ出力の大きさを操作するための回路を備え、使用者の聴力を測定するた
めに設定される前記検出システムである、請求項６に記載の器具。
【請求項８】
使用者の聴力を測定するために設定された前記検出システムに動作可能に連結される前記
装置の前記オーディオ出力の周波数を操作するための回路を備える前記装置である、請求
項６に記載の器具。
【請求項９】
使用者の視力を測定するために設定される前記検出システムを備える前記装置である、請
求項１に記載の器具。
【請求項１０】
使用者の視力を測定するために設定された前記検出システムに動作可能に連結される前記
装置のテキストのフォントサイズを操作するための回路を備え、使用者の視力を測定する
ために設定される前記検出システムである、請求項９に記載の器具。
【請求項１１】
使用者の器用さを測定するために設定されている前記検出システムを備える前記装置であ
る、請求項１に記載の器具。
【請求項１２】
前記装置の操作および使用者の入力に反応する回路に動作可能に連結される、器用さを測
定するために設定された前記検出システムを備え、使用者の器用さを測定するために設定
される前記検出システムである、請求項１１に記載の器具。
【請求項１３】
前記生理学的状態の測定に関連したデータを格納するように設定された前記装置である、
請求項１に記載の器具。
【請求項１４】
前記生理学的状態の測定に関連したデータを転送するように設定された前記装置である、
請求項１に記載の器具。
【請求項１５】
前記装置により供給された入力に対する使用者の反応時間を測定するように設定され前記
検出システムを備える前記装置である、請求項１に記載の器具。
【請求項１６】
使用者の記憶能力を測定するために設定される前記検出システムを備える前記装置である
、請求項１に記載の器具。
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【請求項１７】
擬似乱数タイミング方式により前記生理学的状態を測定するように設定された前記検出シ
ステムを備える前記装置である、請求項１に記載の器具。
【請求項１８】
生理学的状態の測定が可能な時に、前記生理学的状態を測定するように設定された前記検
出システムを備える前記装置である、請求項１に記載の器具。
【請求項１９】
生理学的状態の測定が要求された時に、前記生理学的状態を備える前記検出システムを備
える前記装置である、請求項１に記載の器具。
【請求項２０】
ハウジング、前記ハウジングで囲まれた処理装置、および画像を取り込むための画像キャ
プチャ装置を備え、前記画像を分析することにより生理学的状態を測定するように設定さ
れる前記通信装置である、前記画像キャプチャ装置が前記処理装置と連結される通信装置
。
【請求項２１】
前記画像キャプチャ装置がカメラである、請求項２０に記載の通信装置。
【請求項２２】
前記処理装置が顔立ちを認識するように設定される、請求項２０に記載の通信装置。
【請求項２３】
前記処理装置が網膜スキャンを実行するように設定される、請求項２０に記載の通信装置
。
【請求項２４】
前記処理装置が経皮スキャンを実行するように設定される、請求項２０に記載の通信装置
。
【請求項２５】
前記処理装置に電気的に連結されるマイクロフォンをさらに備える、請求項２０に記載の
通信装置。
【請求項２６】
前記処理装置が前記マイクロフォンで受信したオーディオに基づき生理学的状態を測定す
るよう設定される、請求項２５に記載の通信装置。
【請求項２７】
前記処理装置が前記マイクロフォンで受信した前記オーディオに基づき使用者との同一性
を測定するように設定される、請求項２６に記載の通信装置。
【請求項２８】
前記処理装置に電気的に連結されている呼気分析計をさらに備える、請求項２０に記載の
通信装置。
【請求項２９】
前記呼気分析計が使用者の息を分析するように設定される、請求項２８に記載の通信装置
。
【請求項３０】
前記呼気分析計が前記使用者の前記息についてアルコールの存在を測定するように設定さ
れる、請求項２９に記載の通信装置。
【請求項３１】
前記処理装置に電気的に連結されているスピーカーをさらに備える、請求項２０に記載の
通信装置。
【請求項３２】
前記処理装置が使用者の聴力を測定するように設定される、請求項３１に記載の通信装置
。
【請求項３３】
前記処理装置が前記聴力を測定するように設定され、前記スピーカーにより供給されるオ
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ーディオ出力の音量を操作するための回路に動作可能に連結される、請求項３２に記載の
通信装置。
【請求項３４】
前記スピーカーにより供給されるオーディオ出力の音量を操作するための前記回路は、前
記使用者がベルに応答する、ベル音量を調節して音量レベルを決定するための回路を備え
る、請求項３３に記載の通信装置。
【請求項３５】
前記処理装置が前記聴力を測定するように設定され、前記スピーカーにより供給されるオ
ーディオ出力の周波数を操作するための回路に動作可能に連結される、請求項３２に記載
の通信装置。
【請求項３６】
前記スピーカーにより供給されるオーディオ出力の周波数を操作するための前記回路は、
前記使用者がベルに応答する、ベルの周波数を調節して周波数レベルを決定するための回
路を備える、請求項３５に記載の通信装置。
【請求項３７】
前記処理装置に電気的に連結されるディスプレーをさらに備える、請求項２０に記載の通
信装置。
【請求項３８】
前記処理装置が使用者の視力を測定するように設定される、請求項３７に記載の通信装置
。
【請求項３９】
前記処理装置は使用者の視力を測定するように設定されており、前記ディスプレー上での
テキスト出力のフォントサイズを操作する回路に動作可能に連結されている前記使用者の
前記視力を測定するように設定された前記処理装置を備える、請求項３８に記載の通信装
置。
【請求項４０】
キーボードをさらに備える、請求項２０に記載の通信装置。
【請求項４１】
前記キーボードに多数のボタンが含まれる、請求項４０に記載の通信装置。
【請求項４２】
前記処理装置が使用者の器用さを測定するように設定される、請求項４１に記載の通信装
置。
【請求項４３】
前記処理装置は前記使用者が前記多数のボタンのうち一つを押す動作を測定するよう設定
される、請求項４２に記載の通信装置。
【請求項４４】
前記処理装置に電気的に連結された動作検出装置をさらに備える、請求項２０に記載の通
信装置。
【請求項４５】
前記動作検出装置が加速度計である、請求項４４に記載の通信装置。
【請求項４６】
前記動作検出装置が使用者の振動測定値を測定するように設定される、請求項４４に記載
の通信装置。
【請求項４７】
前記処理装置が前記動作検出装置により検出された動作により使用者の転倒を測定するよ
う設定される、請求項４４に記載の通信装置。
【請求項４８】
前記処理装置に電気的に連結された位置決定装置をさらに備える、請求項２０に記載の通
信装置。
【請求項４９】
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前記位置決定装置がGPS受信機である、請求項４８に記載の通信装置。
【請求項５０】
前記位置決定装置に動作可能に連結されている前記処理装置が使用者の動きを監視するよ
う設定される、請求項４８に記載の通信装置。
【請求項５１】
前記使用者の動きが指定期間停止時に警告メッセージを出すように設定される前記処理装
置である、請求項５０に記載の通信装置。
【請求項５２】
前記処理装置に電気的に連結された視覚投影装置をさらに備える、請求項２０に記載の通
信装置。
【請求項５３】
前記視覚投影装置が画像をある表面に投影するよう設定される、請求項５２に記載の通信
装置。
【請求項５４】
前記処理装置が使用者の視力を測定するように設定される、請求項５３に記載の通信装置
。
【請求項５５】
前記処理装置が使用者の視力を測定するように設定されており、前記使用者の前記視力を
測定するよう設定された前記処理装置に動作可能に連結されている、前記表面上の前記画
像を操作するための回路を備える、請求項５４に記載の通信装置。
【請求項５６】
前記処理装置が擬似乱数タイミング方式により前記生理学的状態を測定する、請求項２０
に記載の通信装置。
【請求項５７】
前記処理装置は生理学的状態測定が可能な時には前記生理学的状態を測定するよう設定さ
れる、請求項２０に記載の通信装置。
【請求項５８】
前記処理装置は生理学的状態測定が要求された時に前記生理学的状態を測定するよう設定
される、請求項２０に記載の通信装置。
【請求項５９】
前記処理装置がメモリを備える、請求項２０に記載の通信装置。
【請求項６０】
前記メモリが前記生理学的状態の測定に関連したデータを格納する、請求項５９に記載の
通信装置。
【請求項６１】
前記処理装置が前記生理学的状態の測定に関連したデータを転送するよう設定される、請
求項２０に記載の通信装置。
【請求項６２】
前記処理装置が前記動作検出装置により検出された動作により使用者の発作を測定するよ
うに設定される、請求項４７に記載の通信装置。
【請求項６３】
前記処理装置が前記メモリに格納された前記生理学的状態の測定に関連した前記データへ
の無断アクセスを防止するよう設定される、請求項６０に記載の通信装置。
【請求項６４】
前記処理装置が転送されたデータへの無断アクセスを防止するように設定される、請求項
６１に記載の通信装置。
【請求項６５】
前記処理装置が前記メモリ内に格納される前記生理学的状態の測定に関連したデータを暗
号化するように設定される、請求項６０に記載の通信装置。
【請求項６６】
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前記処理装置が転送されたデータを暗号化するように設定される、請求項６３に記載の通
信装置。
【請求項６７】
前記処理装置が前記警告メッセージを暗号化するように設定される、請求項５１に記載の
通信装置。
【請求項６８】
ハウジング、前記ハウジングで囲まれた処理装置、ならびに前記通信装置が前記装置の出
力の操作および使用者の反応の分析によって第二の生理学的状態を測定するよう設定され
、第一の生理学的状態を測定するために前記処理装置に電気的に連結されるセンサーを備
える通信装置。
【請求項６９】
前記センサーが心電計信号を測定するように設定される、請求項６８に記載の通信装置。
【請求項７０】
前記処理装置が前記心電計信号により心筋虚血／梗塞または心不整脈のうち少なくとも１
つを検出するように設定される、請求項６８に記載の通信装置。
【請求項７１】
前記センサーが呼吸数および酸素レベルを測定するように設定される、請求項６８に記載
の通信装置。
【請求項７２】
前記処理装置に連結される１以上のヘッドホンをさらに備える、請求項６８に記載の通信
装置。
【請求項７３】
前記センサーが１以上のヘッドホン内に格納される、請求項７２に記載の通信装置。
【請求項７４】
前記センサーが脳波信号を測定するように設定される、請求項７１に記載の通信装置。
【請求項７５】
前記センサーが汗の化学成分および／または皮膚のpHレベルを測定するように設定される
、請求項６８に記載の通信装置。
【請求項７６】
少なくとも１つの通信伝達またはオーディオ／ビデオ再生用に設定される装置であって、
前記装置の出力および使用者の反応の分析に対する生理学的状態の測定のための検出シス
テムを含む、前記装置を備える器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
概要
　装置は、１つ以上の通信伝達およびオーディオ／ビデオ再生用に設定されている。この
装置には、装置の出力の操作および使用者の反応の分析による生理学的状態の測定のため
の検出システムが含まれる。
通信装置には、ハウジング、ハウジングで囲まれた処理装置、および画像を取り込むため
の画像キャプチャ装置が含まれうる。画像キャプチャ装置は、処理装置に電気的に連結さ
れている。通信装置は、画像キャプチャ装置で取り込まれた画像を分析することによる生
理学的状態の測定用に設定されている。
上記の概要は、例証のためだけのものであり、いかなる形でも限定することは意図されて
いない。上記に描写した例証のための態様、実施例、および形態に加えて、さらなる態様
、実施例、および形態は、図面および下記の詳細な説明を参照することで明らかとなる。
【背景技術】
【０００２】
背景
　現代社会において、持ち運び可能な電子装置は普遍的なものになった。コンポーネント
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の小型化が急速になり増加しつつあることから、こうした装置は、ますます洗練されたも
のとなってきた。ところが、こうした装置では使用者の健康状態の測定ができない。
使用者の健康状態の測定は、医療提供者を前にして年一回の検査の時だけに実施されるこ
とがよくある。多くの人々が自分の健康に影響を及ぼしうる生理学的特性の定期的なモニ
タリングによる恩恵を受けることになる。その他の使用者は、健康に関連した状態につい
ての進行状態のモニタリングに関する情報を希望することも考えられる。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
詳細な説明
　以下の詳細な説明においては、添付図面を参照するが、これは本書の一部を形成する。
文脈から別途の判断がなされない限り、図面の類似した記号は一般に類似したコンポーネ
ントを示す。詳細な説明、図面、および特許請求の範囲で説明した例示的な実施形態は、
限定的なものではない。ここで提示された主題の精神または範囲を逸脱することなく、そ
の他の実施形態を利用することもでき、またその他の変更を行うこともできる。
【０００４】
　図1～15を全般的に参照することにより、装置100は図解される。装置100は、携帯電話1
02（例えば、図2）、携帯情報端末（PDA）104（例えば、図3）、携帯ゲームプレーヤー10
6（例えば、図4）、携帯オーディオプレーヤー108（例えば、図5）、またはカリフォルニ
ア州クパチーノ市のApple Inc.により市販されているiPodなどその他の種類の装置などで
構成しうる。装置100は、一般に使用者をベースにした対話のための手段を表す。使用者
をベースにした対話は、例えば、電子的に入力（使用者が生成する指令など）を受信し、
出力（オーディオ、ビデオ、または触覚反応など）を供給するための電子回路や別組の電
気接続と共に導入しうる。電子回路は、1枚の基板上に保持された相互接続した電子コン
ポーネントやコネクターの集合である集積回路（IC）で構成しうる。その機能を実現する
ために、1つ以上のICを装置100に含めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００５】
　装置100は、絶縁体で作成した基板の1つ以上の側面に重ね合わせた（プリントした）導
電性パスを持つプリント基板で構成しうる。プリント基板には、内部信号層、電源および
接地面、および必要に応じてその他の回路が含まれうる。プリント基板には、チップ、ソ
ケット、およびこれに類似したものなど、各種のコンポーネントを接続しうる。当然なが
ら、これらのコンポーネントをプリント基板に含まれている各種また各層の回路に接続し
うる。
【０００６】
　装置100には、装置100に含まれている可能性のあるプリント基板およびその他のコンポ
ーネントを少なくとも部分的に含んだりおよび／または保持したりするための保護カバー
などのハウジング110を含みうる。ハウジング110は、合成もしくは半合成の重合製品で構
成されるプラスチック材料などの材料で形成しうる。別の方法として、ハウジング110は
、ゴム材料、ゴムに似た性質のある材料、および金属を含むその他の材料で形成しうる。
ハウジング110は、耐衝撃性および耐久性をもたせるように設計することもできる。さら
に、ハウジング110は、使用者の手により人間工学的に握れるように設計することもでき
る。
【０００７】
　装置100は、エネルギーを蓄え、電気的な形態で利用できるようにする1つ以上の電池を
経由して電源供給しうる。別の方法として、装置100は、中央公共設備により供給される
電気エネルギーを経由して電源供給しうる（例えば、AC本線を経由）。装置100には、コ
ードを経由したコンセントに装置を接続して、装置100に電源を供給したりおよび／また
は電池の充電をするためのポートを含みうる。別の方法として、装置100は、無線配電用
に設計された充電ステーションの付近に装置を置くことで充電および／または無線で電源
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供給をすることもできる。
【０００８】
　使用者をベースにした対話は、各種の技法を利用することで導入しうる。装置100は、
多数のボタンを含むキーボード112（例えば、図2、図4、図5など）で構成しうる。使用者
は、ボタン114（例えば、図2、図3、図4、図5など）を押して、電気スイッチを動作させ
、それによって装置100の電気接続を確立することで、装置で対話しうる。使用者は、マ
イクロフォン116（例えば、図3）へ可聴コマンドまたはコマンドシーケンスを発すること
ができる。装置100は、生理学的状態の測定のためのセンサー118（例えば、図8）で構成
しうる。センサー118には、電極を含めることができる。センサー118は、心臓の信号、肺
の信号、神経信号および化学的信号を測定しうる。心臓の信号には、心電計信号を含める
ことができる。心電計（ECG）の信号によって、心筋虚血／梗塞または心不整脈などの潜
在的な心臓の事象を示しうる。肺の信号によって、酸素レベル、呼吸数、および血液ガス
値を示しうる。神経信号には、脳波の（EEG）信号を含めうる。化学的信号には、呼気分
析計142（例えば、図1）により測定された息の成分に加え、皮膚pHレベル、汗の成分を含
めうる。装置100と動作できるように連結可能なヘッドホンを、脳波の（EEG）信号などの
信号を獲得するために利用しうる。当然ながら、センサー118は、電気活動の検出や電気
エネルギーの供給のために身体組織と接触させて配置した導電性の要素で構成しうる（例
えば、図8）。
【０００９】
　使用者をベースにした対話は、使用者への触覚フィードバックを提供することで、促進
することができる。装置100には、タッチスクリーンのボタン押しの感覚、入力装置（例
えば、ジョイスティック／コントロールパッド）を操作するときの可変耐性、およびこれ
に類似したものなど、触覚フィードバックを提供するための電気的や力学的なさまざまな
コンポーネントを含めることができる。装置100は、ディスプレー120（例えば、図2、図3
、図4、図5など）を介した視覚的形態で、スピーカー122（例えば、図2、図3、図4、図5
など）を介したオーディオの形態で、および希望に応じてその他のオーディオ／視角再生
メカニズムで使用者にデータを提示するフィードバックを供給することができる。
【００１０】
　ディスプレー120は、液晶ディスプレー（LCD）、発光ダイオード（LED）ディスプレー
、有機発光ダイオード（OLED）ディスプレー、陰極線管（CRT）ディスプレー、光ファイ
バーディスプレー、およびその他のディスプレータイプで構成しうる。当然ながら、所望
により、視覚情報を使用者に提示するために、各種のディスプレーを利用しうる。同様に
、各種のメカニズムを利用して、装置100の使用者にオーディオ情報を提示しうる。スピ
ーカー122は、電気エネルギー（例えば、電子回路からの信号）を使用者の可聴範囲付近
の周波数での力学的エネルギーに変換するためのトランスデューサで構成しうる。
【００１１】
　装置100は、通信伝達用に設定した通信装置で構成しうる。通信装置は、使用者と1人以
上のその他の個人との間の相互接続を促進するために利用しうる。通信装置は、1人の個
人から別の個人に転送するために音声を電気信号に変換することで、使用者と別の個人と
の間の音声データを転送するために提供できる。通信装置は、電気信号の形態での送信デ
ータを１つの装置から別の装置に転送することで、装置100と別の装置との間で電子デー
タを転送するために提供できる。通信装置は、物理的接続および／または無線接続を介し
て別の個人や別の装置と接続しうる。
【実施例】
【００１２】
　通信装置は、例えば、電話ジャック、イーサネット（登録商標）ジャック、またはこれ
に類似したものなどの物理的相互接続コンセントを経由して別の個人および／または別の
装置と接続しうる。別の方法として、通信装置は、例えば、無線ネットワークプロトコル
、無線、赤外線伝送、およびこれに類似したものを利用するなど、無線接続方式を経由し
て、別の個人や別の装置と接続しうる。装置100には、物理的接続もしくは無線接続を利
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用して1人以上の個人に接続するためのデータ転送インタフェース124（例えば、図1）を
含めうる。データ転送インタフェース124は、イーサネット（登録商標）ポートなどの物
理的アクセスポイント、送受信されたデータの形式化および復号化のための実行可能なソ
フトウエアなどのソフトウエア定義の伝送の仕組みのほか、希望に応じた通信伝達用のそ
の他のインタフェースで構成しうる。
【００１３】
　装置100は、使用者の生理学的データの転送用に利用しうることが意図されている。伝
送済データは、暗号化、またはパスコードによる保護をして、伝送済データへの無断アク
セスを防止し、それによって権限のある担当者のみが伝送済データにアクセスできるよう
にしうる。暗号化とは、データが数学的に雑然とした状態になり、一般には復号化キーを
使用することによって復号化しない限りデータが判読できなくなる、処理装置128により
実行されるプロセスを意味しうる。
【００１４】
　装置100は、電波エネルギーの形態でのデータの放射や受信をするためのアンテナ126を
含みうる。アンテナ126は、完全にまたは一部をハウジング110で囲んだり、ハウジング11
0の外に存在させることができる。装置100は、半二重無線伝送方式の場合には単一の周波
数によって、また全二重無線伝送方式の場合には複数の周波数によって、アンテナ126を
利用して無線による送受信をすることができる。アンテナは、1つ以上の所望の無線周波
数帯で情報を効果的に受信および送信するために構築しうる。別の方法として、装置100
は、アンテナ126の送受信の周波数を必要に応じて1つ以上の周波数帯に合わせるためのソ
フトウエアやハードウエアを含みうる。
【００１５】
　装置100は、アナログ形式でのデータの送信および／または受信ができる。別の方法と
して、装置100は、デジタル形式でのデータの送信や受信ができる。装置100は、信号を1
つの形式から別の形式に変換するための、アナログからデジタルへの変換ハードウエアお
よび／またはデジタルからアナログへの変換ハードウエアを含みうる。さらに、装置100
は、高速での信号操作演算を実施するためのデジタル信号プロセッサ（DSP）を含みうる
。処理装置128（例えば、図1、図2など）を、装置100に含めて、少なくともハウジング11
0によって実質的に囲むことができる。処理装置128は、マイクロフォン116、スピーカー1
22、ディスプレー120、キーボード112、およびデータ転送インタフェース124などの装置1
00のその他のコンポーネントと電気的に連結させることができる。処理装置は、キーボー
ド112および／またはマイクロフォン116からのデータ受信、ディスプレー120および／ま
たはスピーカー122へのデータ送信、データ シグナル伝達の制御、およびプリント基板上
のその他の機能の調整のためのマイクロプロセッサで構成しうる。
【００１６】
　処理装置128は、使用者のステータスに関連したデータ（例えば、生理学的状態の測定
値）の転送機能をもちうる。装置100は、広範囲の周波数全体にわたり動作する各種の送
信装置および受信装置に接続することができる。装置100は、多数の無線ネットワーク基
地局に多様に接続しうる。別の方法として、装置100は、多数の携帯電話基地局に多様に
接続しうる。このように、装置100は、使用者と1人以上のその他の個人との間の通信伝達
の確立および維持をしつつ、装置100は地理的に移動可能としうる。処理装置128は、基地
局との信号伝達を命令・制御しうる。通信装置は、周波数分割多元接続（FDMA）、時分割
多元接続（TDMA）、および符号分割多重接続（CDMA）などを含む、各種の技術を利用した
情報の送受信ができる。通信装置は、移動電話、携帯電話102、ポケットベル、テレフォ
ニー搭載のハンドヘルドコンピュータ、携帯情報端末（PDA）104、および通信伝達用に装
備されたその他の装置などを含む、各種のテレフォニー対応の装置で構成しうる。
【００１７】
　装置100は、ランダムアクセスメモリ（RAM）、読み出し専用メモリ（ROM）、電気的消
去再書き込み可能ROM（EEPROM）、およびプログラム可能不揮発性メモリ（フラッシュメ
モリ）を含む、情報の格納および検索のための各種のコンポーネントを含みうる。処理装
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置128は、装置100のメモリ内でのデータの格納および検索の管理用に利用しうる。処理装
置128は、装置100とさらに1人以上の個人との間の転送用にデータの書式設定にも利用し
うる。処理装置128は、説明した格納および検索用コンポーネントなどのメモリ130（例え
ば、図1）で構成しうる。メモリ130は、データキャッシュの形態で提供しうる。メモリ13
0は、使用者のステータスに関連したデータ（例えば、生理学的状態の測定値）の格納に
利用しうる。メモリ130は、処理装置128により実行可能な命令の格納に利用しうる。こう
した命令は、装置100に固有のコンピュータプログラム、サードパーティからデータ転送
インタフェース124を経由して取得したソフトウエアのほか、所望により、その他の命令
で構成しうる。
【００１８】
　処理装置128およびメモリ130には、使用者にとってプライバシーを保証するために、生
理学的データの無断開示を防止するための安全対策を含めうることが意図されている。例
えば、データは暗号化、またはパスコードによる保護をして、指定された担当者のみへの
アクセスが許可されるようにできる。さらに、生理学的データは、さまざまなセキュリテ
ィレベルに分割して、それによってオープンアクセス、事前に選択した個人、および緊急
連絡を含むさまざまなレベルのアクセス権が存在するようにできる。
【００１９】
　装置100は、単一の画像（例えば、静止画像）または一連の画像（例えば、ムービー）
を取り込むためのカメラ132（例えば、図2、図3など）などの画像キャプチャ装置で構成
しうる。画像キャプチャ装置は、画像の受信用に処理装置128に電気的に連結しうる。カ
メラ132により取り込んだ画像は、処理装置128による命令どおりに装置100の情報の格納
および検索用コンポーネントにより格納しうる。画像は、電気信号に変換して、使用者と
、1人以上のその他の個人との間の相互接続を介して（例えば、物理的または無線による
接続を介して）一方の個人から他方の個人へと転送しうる。
【００２０】
　装置100は、生理学的状態の測定用に装備しうる。測定は、バックグラウンドで、明示
的な使用者の命令なく実施しうる。さらに、測定は、受動的な方法（例えば、使用者の命
令なしにおよび／または使用者の認識なしになど）または能動的な方法（例えば、使用者
の命令に従いおよび／または使用者の認識下でなど）で実施しうる。生理学的測定は、使
用者のステータス（例えば、使用者の健康状態および／または快適さ）を判断するために
利用しうる。別の方法として、装置100の機能を命令するために生理学的測定を利用しう
る。例えば、携帯電話102の場合には、使用者の声の大きさを上げる行為により、電話か
らのある反応を引き起こさせることができる。反応は、スピーカー122により出力される
オーディオの音量を上げることから構成しうる。当然ながら、能動的方法と受動的方法の
どちらにおいても、装置100によりとられた生理学的測定は、各種の目的で利用しうる。
【００２１】
　カメラ132などの画像キャプチャ装置は、使用者の画像134を取り込むために利用しうる
。その後、カメラ132から、画像134（例えば、図6）を、画像を分析しうる処理装置128に
供給できる。処理装置128は、各種の光学測定技法を利用して画像 134を分析しうる。例
えば、顔認識のためにさまざまな顔の形態136について光学測定をとりうる。別の方法と
して、使用者の目の画像138（例えば、図6）を取り込むためにカメラ132を利用しうる。
処理装置128は、画像138を分析し、使用者の目の網膜スキャン140（例えば、図7）を実施
しうる。
【００２２】
　顔立ちの認識および網膜スキャンは、使用者の身元確認や使用者のステータス（例えば
、使用者の全般的な健康状態および／または快適さ）のモニタリングを含む、各種の目的
に利用しうる。例えば、画像134および138は、さまざまな形および寸法（例えば、ほくろ
および／またはあざの大きさ）、調子および色合い（例えば、皮膚の色／蒼白さ）、およ
び使用者のステータスが表示するその他の特性について調べることができる。当然ながら
、上記リストは、模範的かつ説明的にのみ挙げたもので、画像キャプチャ装置により取り
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込まれた画像は、視覚的に識別可能な形態を持つ任意の生理学的状態または状況を識別す
るために分析しうる。
【００２３】
　センサー118を、皮膚を経由しての経皮的測定を実施するための処理装置128に連結しう
る。別の方法として、こうした測定を実施するために別タイプの装置を利用しうる。これ
らの経皮的測定は、使用者の汗の量の判断、使用者の神経系の健康状態の判断、および必
要に応じたその他の目的のために利用しうる。さらに、当然ながら、使用者の皮膚を経由
した測定をするために、その他の機器を利用しうる。血糖値を判断するための血液サンプ
ルのために使用者を調べるために、ニードルを利用しうる。別の方法として、使用者の接
触刺激に対する感度を試験するために、プローブを利用しうる。
【００２４】
　使用者のステータスを判断するために、使用者の音声出力や使用者の周辺の測定をする
ためのマイクロフォン116を使用しうる。例えば、音声認識をするため（つまり、使用者
の身元を確認するため）に使用者の声を分析しうる。別の方法として、生理学的状態を測
定するために、処理装置128に使用者からのオーディオデータを供給するためのマイクロ
フォン116を利用しうる。例えば、使用者の気分を判断するために、使用者の音声出力を
測定するためのマイクロフォン116を利用しうる。使用者の全体的な気分が分かっている
か予測される健康状態に反していると判断された場合に、使用者に対して警告を発するこ
ともできる。例えば、高血圧患者の使用者には、声の強勢の判断が危険レベルであること
が判明した場合には、過度の身体運動について警告しうる。別の例において、使用者の呼
吸レベル（例えば、呼吸数）を判断するために、使用者のオーディオ出力の測定にマイク
ロフォン116を利用しうる。
【００２５】
　別の方法として、使用者の環境および／またはその特性を識別する目的で、使用者の周
囲についての情報を収集するためのマイクロフォン116を利用しうる。装置100は、こうし
た特性を使用者または所望により別の個人に報告しうる。当然ながら、マイクロフォン11
6は、使用者に関する各種の生理学的および環境データの収集に利用しうる。さらに、当
然ながら、処理装置128では、所望の組の情報および／または特性に応じて、多数の異な
る方法でこのデータを分析しうる。
【００２６】
　装置100には、処理装置128に電気的に連結された呼気分析計142（例えば、図1）（マイ
クロ流体チップ）を装備しうる。呼気分析計142は、使用者の息を受け、分析するために
利用しうる。例えば、呼気分析計142は、使用者の息をサンプリングして、使用者の息に
ついてアルコールの存在を判断／測定するために利用しうる。次に、処理装置128では、
使用者の血中アルコール濃度を判断するために呼気分析計142でとった測定値を分析しう
る。装置100は、特定の使用者について指定されたアルコールレベル（例えば、危険なレ
ベルや違法なレベル）について報告するために利用しうる。さらに、呼気分析計142は、
使用者の息について化学物質、ウイルス、バクテリアなどの存在の検出を含む、その他の
目的にも利用しうる。使用者の息のその他の特性は、温度、湿度、およびその他の特性な
どについても同様にモニタリングおよび報告ができる。
【００２７】
　装置100には、処理装置128に電気的に連結された動作検出装置144（例えば、図1、図2
）を装備しうる。動作検出装置144は、装置100の加速、振動、および／またはその他の動
きなどを検出し測定するための加速度計、または別の装置で構成しうる。装置100が使用
者により保持または維持されているとき、使用者の動きは加速度計により測定でき、処理
装置128により監視できる。処理装置128は、例えば、発作、パーキンソン病を示しうる震
え、およびこれに類似したものなど、異常な動作を検出するために利用しうる。ゲームプ
レー装置の形態での装置100には、使用者のてんかん性発作を検出するための動作装置を
含めることができ、その一方でビデオゲームの再生など装置100を使用できる。処理装置1
28は、歩調、および足を踏み出す回数（例えば、歩数計のように）を含めた使用者の動作
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に関する情報の検出にも利用しうる。
【００２８】
　別の方法として、処理装置128は、使用者にとって有害となりうる行動を示す突然の加
速および／または減速からなる異常な動作を検出するために利用しうる。例えば、急激な
減速は、自動車事故を示している可能性があり、また突然の停止の後の急激な加速は、転
倒を示している可能性がある。当然ながら、上記のシナリオは、模範的かつ例証的だけの
ものであり、動作検出装置144は、使用者および／または装置100の動作に関連した数多く
のさまざまな特性を監視するために利用しうる。さらに、当然ながら、何らかの異常な行
動または動作、または一定期間の動作の欠如を、家族（例えば、転倒の場合）を含めた第
三者、安全監視サービス、または別の機関に報告しうる。
【００２９】
　装置100には、処理装置128に電気的に連結した位置決定装置146を装備しうる。位置決
定装置146（例えば、図1）は、装置100の地理的位置を決定するための手段で構成しうる
。位置決定装置146（例えば、図1）は、GPS受信機などの全地球測位システム（GPS）装置
で構成しうる。GPS受信機は、使用者の動きを監視するために利用しうる。例えば、図10
に図示したとおり、装置100は、第一の時点で第一の地点148にあり、第二の時点で第二の
地点150にありうる。装置100の場所を処理装置128に報告することにより、装置100は使用
者の動きを監視することができる。
【００３０】
　一例において、使用者の動きは、長距離走などの運動をしているときの使用者が第一の
地点148から第二の地点150まで移動した距離を決定することで調査しうる。この例におい
て、装置100は、燃焼カロリー、またはこれに類似したものなど所定のデータを使用者に
報告しうる。別の例において、長時間にわたる使用者の動きの欠如を監視することもでき
る。この例において、一定の期間のあいだ使用者の動きが止まったとき（または実質的に
限定されたとき）、警告メッセージを使用者に（例えば、目覚ましコール）または第三者
に（例えば、健康管理サービス）届けることもできる。
【００３１】
　一例において、装置100は、装置100の出力の操作および使用者の反応の分析による生理
学的状態の測定のための検出システムで構成しうる。別の例において、装置100は、装置1
00の出力に対する生理学的状態／反応の測定および使用者の反応の分析のための検出シス
テムから構成しうる。装置100は、使用者の生理学的状態／反応を測定するために装置100
の出力を操作させうる。装置100の出力の操作には、出力の変更、出力の調節、および使
用者との対話などがある。当然ながら、使用者の反応の測定には、装置の出力変動に対す
る反応の分析による生理学的状態の能動的測定と、装置100に関連したセンサーによる生
理学的状態の受動的測定が含まれうる。検出システムは、装置100にとって不可欠な医療
用センサーで構成しうる。使用者は、生理学的測定をするために装置100が検出システム
を利用するよう要請しうる。別の方法として、装置100は、測定を密かに実施しうる。当
然ながら、時間の経過にあわせて、要求に応じておよび／または密かに多数の測定をする
ことができ、またそうでなければすぐには分からないような使用者のステータスのパター
ンや徴候を判断するために、結果を分析しうる。さらに、使用者の病歴を基に測定をする
ことができる。こうした情報の収集およびその後の分析を最も効果的にするために、各種
の情報収集および統計の技法を利用しうる。当然ながら、装置100では、そうした情報の
収集に関連して使用者の身元を確認するために各種の技法を利用しうる。いったん使用者
の身元が確認されると、装置は、その使用者についてのデータを適切に記録・監視しうる
。
【００３２】
　装置100は、様々な使用者のために別個の組の情報を保持しうる。さらに、装置100では
、ある特定の使用者についての情報を、関連性のある集団内のその他の使用者（例えば、
家族関係を持つその他の使用者）についての情報に関連付けることができることが意図さ
れている。この関連した情報は、複数の個人により利用されているとき、装置100により
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収集しうる。例えば、家族内の多くの子供たちが電話を共有しうる。電話によって子供の
一人に熱があることが特定された場合には、その情報を家族に報告することができるだけ
でなく、熱のないその他二人の子供の監視および報告もしうる。当然ながら、こうした報
告は、測定の時間に関する情報、および測定の期待される精度（信頼区間）で構成しうる
。時刻歴を作成して、装置100で表示させおよび／または必要に応じて装置100外部に送信
させることも意図されている。
【００３３】
　使用者についての情報は、別の装置で収集しうることが意図されている。さらに、別の
装置からのデータを装置100に送信して処理装置128で分析することもできる。外部データ
は、装置100でとった測定値と比較して分析しうる。また外部データは、装置100により判
断された使用者の既知または疑いのあるステータスの観点で分析しうる。例えば、使用者
の心拍数に関する情報を、装置100により収集した使用者の呼吸についての情報および／
または装置100により収集した生理学的測定に基づき推測した使用者の心臓についての情
報と比較しうる。別の方法として、装置100からのデータを、中央当局にアップロードし
て、同一の使用者について、関連する使用者（例えば、家族）について、またはある母集
団について健康状態の傾向を確立するため、またはこれに類似した目的での全く無関連の
使用者についてその他の装置で測定されたデータと比較することもできる。
【００３４】
　装置100は、使用者の聴力の測定に利用しうる。スピーカー122は、さまざまな聴覚的合
図を使用者に出すために利用しうる。こうして、使用者の聴力は、装置100のオーディオ
出力の音量の操作により測定しうる。例えば、携帯電話102の場合には、電話のベルの音
量は、使用者がベルの音量に応答するまで調整しうる。別の方法として、使用者の聴力は
、装置100のオーディオ出力の周波数の操作により測定しうる。例えば、携帯電話102の場
合には、電話のベルの周波数は、使用者がベルの周波数に応答するまで調整しうる。ベル
の音量およびベルの周波数の操作は、例証的に挙げたものであり、制限的なものとする意
図はない。使用者のステータスについての情報を判断するために、スピーカー122の出力
は各種の方法で調節でき、また使用者のさまざまな応答は、各種の方法で解釈ができるこ
とが意図されている。
【００３５】
　装置100は、使用者の視力の測定に利用しうる。ディスプレー120は、さまざまな視覚的
合図を使用者に提供するために利用しうる。装置100のテキスト出力152のフォントサイズ
（例えば、図11、図12）は、使用者の視力を測定するために操作しうる。例えば、テキス
トは第一のテキストサイズ154で提供しうる。使用者が第一のテキストサイズ154（例えば
、図11）を読み取る能力がある場合、サイズを第二のテキストサイズ156（例えば、図12
）に調節することができる。第二のテキストサイズ156は、第一のテキストサイズ154より
も小さくてもよい。テキストサイズは、使用者が少なくとも相当な精度でテキストを読み
取ることができなくなるまで調整しうる。この情報は、使用者の視力に関して決定するた
めに利用しうる。
【００３６】
　別の方法として、処理装置128は、視覚投影装置158（例えば、図12）と電気的に連結し
うる。視覚投影装置158は、画像（例えば、装置100のテキスト出力152）を表面160（例え
ば図12にあるようなもので、壁／スクリーンでありうる）に投射するように設定しうる。
使用者の視力は、表面160上の画像を操作することで測定しうる。例えば、テキストは前
に説明した第一のテキストサイズ154と第二のテキストサイズ156で交互に表示しうる。当
然ながら、装置100は、装置100および／または表面160からの使用者の距離を測定しうる
（例えば、カメラ132を使用して）。別の方法として、使用者は装置に距離を知らせるこ
とができる。さらに、装置100は、使用者に所望の距離を示し、使用者がその距離にいる
と想定することもできる。上述の距離測定／推定のどれも、使用者の視力の判断の要因と
しうる。
【００３７】
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　装置100のテキスト出力152は、ディスプレー120（例えば、ディスプレー120がタッチス
クリーンで構成される例において）に表示された図形的なボタン／アイコンのラベルから
構成しうる。一例において、タッチスクリーン上のラベルで構成されるテキストのサイズ
は、使用者が図形的なボタン／アイコンをどの程度正確に特定するかを記録することで、
使用者の視力を測定するために調整する。別の例において、装置100のテキスト出力152は
ボタン114に表示されるOLEDラベルで構成され、ボタンのラベルのテキストサイズは、さ
まざまなテキストサイズでボタンがどの程度の精度で押されるかを記録することで、使用
者の視力を測定するためのOLEDの出力により調整される。別の例において、ラベルおよび
／または図形的なボタン／アイコンのスクリーン上の配置は、使用者にさまざまなラベル
／アイコンの位置を記憶させないようにしたり（例えば、さまざまなテキストサイズの視
覚的認識を試す場合など）、使用者のさまざまなかつ変化する場所にある図形的なボタン
／アイコンを特定する知力を試すために、擬似ランダムな方法で変化しうる。
【００３８】
　別の方法として、装置100のテキスト出力152は、作業表面（例えば、使用者が座る机）
上の視覚投影装置158により投射される図形的なボタン／アイコン用のラベルで構成しう
る。装置100は、視覚投影装置158により投射された図形的なボタン／アイコン付近での使
用者の動作を記録するために、カメラ132または別の装置を利用しうる。投射された画像
上のラベルで構成されるテキストのサイズは、前に説明したとおり、使用者が図形的なボ
タン／アイコンをどの程度正確に特定するかを記録することで、使用者の視力を測定する
ために調整する。さらに、図形的なボタン／アイコンの位置は、前に説明したとおり、擬
似ランダムな方法で変化させうる。
【００３９】
　使用者のテキスト出力152の認識について記録されたさまざまなデータは、処理装置128
に報告することもでき、また処理装置128では、必要に応じて各種の考慮事項（例えば、
前述のとおり、使用者の装置100からの距離）を利用して、使用者の視力について決定し
うる。さらに、当然ながら、使用者の視力を測定するためのディスプレー120および／ま
たはボタン114には、必要に応じてディスプレー120上にさまざまな長さ、厚み（幅）、お
よび／または角度などの線を配置することなど、テキスト以外のその他のさまざまな記号
および印を利用しうる。
【００４０】
　装置100は、使用者の器用さおよび／または反応時間を測定するために利用しうる。使
用者の器用さは、使用者の入力による装置100の操作により測定しうる。例えば、処理装
置128は、ボタン114を押す特性を調べることで（例えば、ボタンを押すタイミングの測定
）、使用者の器用さを測定するように設定しうる。図13に図示される一例において、装置
100は、スピーカー122により供給されるオーディオによる合図、ディスプレー120により
供給される視覚的な合図、または必要に応じた別のタイプの出力など、時刻t6での出力を
使用者に供給する。使用者は、時刻t7で応答し、合図と反応の間の第一の反応時間Δ1が
供給されうる。別の方法として、使用者は、時刻t8で応答し、合図と反応の間の第二の反
応時間Δ2が供給されうる。使用者の反応時間を監視して、使用者のステータスについて
の情報を収集しうる。この情報は、時間経過とともに収集したり、ある期間中の何回もの
測定時に収集することができる。反応時間の増減は、使用者のステータスについての情報
を推測するのに利用しうる。
【００４１】
　装置100は、使用者の記憶の性質を測定するために利用しうる。例えば、使用者の記憶
能力を装置100により測定しうる。装置は、一定の時点での使用者にとって既知の情報（
例えば、使用者が入力または学習した情報）を格納しうる。次に、情報は、その後の検索
をできるようにメモリ130に格納しうる。情報を検索すると、処理装置128は、それに接続
されている任意の装置を利用して、使用者に対して情報に関する質問／手がかりを提示し
うる。次に、使用者は装置への情報を供給するよう指示される。使用者の応答をメモリ13
0内に格納された情報と比較することにより、装置100は、使用者の記憶能力に関する判断
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をすることができる。この情報は、時間経過とともに収集したり、ある期間中の何回もの
測定時に収集することができる。さらに、装置100は、装置上（例えば、電話番号のタイ
プ入力）および／または装置外部（例えば、ある場所から他の場所への移動）でどの程度
素早く作業を完了するかを測定することにより、精神的特性および／または物理的特性の
測定に利用しうる。
【００４２】
　ここでは図14を参照するが、使用者のステータスの測定は、擬似乱数時間方式に従い、
またはさまざまな異なる時間間隔で測定する別の技法に従い実施しうる。第一の測定を時
刻t0で取り、第二の測定を時刻t1で取り、第三の測定を時刻t2で取ることができる。時刻
t0、t1、およびt2は、擬似乱数時間方式（例えば、ランダムなように見えるが有限な計算
により生成しうる数列）に従い、さまざまな異なる時間間隔で隔てることができる。処理
装置128は、本書で説明したとおりそれに接続されたさまざまなコンポーネントのどれか
により、使用者のステータス（例えば、生理学的状態の測定）を測定しうる。処理装置12
8は、擬似ランダムの数列を生成しうる。別の方法として、装置100は、外部情報源からの
ランダム化されたシードまたは擬似ランダムの数列を受信しうるが、これは環境要因、ま
たはそれに類似するものを利用して、ランダムシードまたは擬似ランダムな数列を計算し
うる。
【００４３】
　ここでは図15を参照するが、使用者のステータスの測定は、入手可能なときに／日和見
的（つまり、装置が使用者の手に保持されている時、装置が開き、使用者の顔に向けられ
ている時、装置が使用者の近くにある時、装置が使用者の心臓の近くにある時、装置が一
定の方法で握られている時）に取りうる。第四の測定を時刻t3に取り、第五の測定を時刻
t4に取りうる。第四および第五の測定は、使用者が装置100を握っているとき、使用者の
心拍数の測定で構成しうる。時刻t3およびt4は、前述のとおり擬似乱数時間方式に従い、
さまざまな異なる時間間隔で隔てることができる。ただし、時刻t3およびt4はどちらも測
定できる時間枠内にある。測定ができるかどうかは、装置100により決定しうる（例えば
、装置が「オフ」の状態ではなく「オン」の状態にある時に測定される）。別の方法とし
て、使用者（装置100の使用者または別の個人のいずれも）が、測定できるかどうかを決
定しうる。処理装置128は、本書で説明したとおりそれに接続されたさまざまなコンポー
ネントのどれかにより、使用者のステータス（例えば、生理学的状態の測定）を測定しう
る。
【００４４】
　別の方法として、使用者のステータスの測定は、要求された時に実施しうる。第六の測
定を時刻t5に取りうる。時刻t5は、測定の要求に続く時間でありうる。時刻t5は、前述の
とおり擬似乱数時間方式に従い、さまざまな異なる時間間隔で測定の要求から隔てること
ができる。別の方法として、時刻t5は、装置100により決定しうる（例えば、測定は処理
装置128により予定した時点で取りうる）。当然ながら、使用者（装置100の使用者または
別の個人のどちらも）が測定を要求しうる。処理装置128は、本書で説明したとおりそれ
に接続されたさまざまなコンポーネントのどれかにより、使用者のステータス（例えば、
生理学的状態の測定）を測定しうる。
【００４５】
　本書でさまざまな態様および実施例を開示してきたが、当業者にとってはその他の態様
および実施例が明白である。本書で開示したさまざまな態様および実施例は、例証を目的
とするものであり、限定的なものとする意図はなく、真の範囲および精神は下記の請求項
によって示されている。
【００４６】
　当業者は、システムの態様のハードウエア的実施とソフトウエア的実施の間にはわずか
な差異しか残されていない地点まで最先端技術が進歩してきており、ハードウエアまたは
ソフトウエアの使用は、一般に（ただし常にではなく、つまり一定の状況ではハードウエ
アとソフトウエアの間の選択は重要である場合がある）費用と効率のトレードオフを表す
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設計上の選択であることを認識する。当業者は、それによってプロセスおよび／またはシ
ステムおよび／または本書で説明したその他の技術を達成しうるさまざまな媒体（例えば
、ハードウエア、ソフトウエア、ファームウエアなど）があり、好ましい媒体はプロセス
および／またはシステムおよび／またはその他の技術が展開される状況により異なること
を理解する。例えば、ある実施者が速度および正確さが最優先事項であると判断した場合
、実施者は、主にハードウエアおよび／またはファームウエアの媒体の方を選ぶことがで
き、これとは別に、融通性が最優先事項である場合には、実施者は主にソフトウエアでの
実施を選ぶこともでき、あるいは、またこれとは別に、実施者は、ハードウエア、ソフト
ウエア、および／またはファームウエアの何らかの組み合わせを選びうる。それゆえ、そ
れによってプロセスおよび／または装置および／または本書で説明したその他の技術を達
成するために考えられる媒体はいくつかあり、そのいずれも、利用するどの媒体も、その
媒体が導入される状況や実施者の特定の関心（例えば、速度、融通性、または予測性）に
依存する選択肢であり、そのいずれも変化しうるという点で、その他よりも本質的に優れ
ているということはない。当業者は、実施における光学的な態様において、一般に光学的
な指向のハードウエア、ソフトウエア、ファームウエアなどが使用されることを理解する
。
【００４７】
　上述の詳細な説明では、ブロック線図、フローチャート、および／または例などを使っ
て、装置および／またはプロセスのさまざまな実施形態を記載してきた。そうしたブロッ
ク線図、フローチャート、および／または例などに１つ以上の機能および／または操作が
含まれる範囲で、そうしたブロック線図、フローチャート、例にあるそれぞれの機能およ
び／または操作は、当業者には、広範囲のハードウエア、ソフトウエア、ファームウエア
、または実質的にその任意の組み合わせにより、単独でおよび／または集合的に実施しう
ることが理解される。一つの実施形態において、本書で説明した主題のいくつかの部分は
、特定用途集積回路（ASIC）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（FPGA）、
デジタル信号処理（DSP）、またはその他の統合的な形式によって実施しうる。ただし、
当業者は、本書で開示した実施例のいくつかの態様は、その全体または一部において、1
つ以上のコンピュータ上で実行される1つ以上のコンピュータプログラムとして（例えば
、1つ以上のコンピュータシステム上で実行される1つ以上のプログラムとして）、1つ以
上のプロセッサ上で実行される1つ以上のプログラムとして（例えば、1つ以上のマイクロ
プロセッサ上で実行される1つ以上のプログラムとして）、ファームウエアとして、また
は実質的にその任意の組み合わせとして、集積回路に同等に実装しうること、および／ま
たは回路設計やソフトウエアおよび／もしくはファームウエアのコード記述は、この開示
の観点から見て十分に当業者の技能の範囲内であることが理解できる。さらに、当業者は
、本書で説明した主題のメカニズムは各種の形態のプログラム製品として配布しうること
、また本書で説明した主題の例証的な実施例は、配布を実際に実行するために使用される
特定タイプの信号搬送媒体に関係なく、適用されることを理解できる。信号搬送媒体の例
としては、限定はされないが、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスクドライ
ブ、コンパクトディスク（CD）、デジタルビデオディスク（DVD）、デジタルテープ、コ
ンピュータメモリなどの追記型媒体と、デジタル通信媒体やアナログ通信媒体（例えば、
光ファイバーケーブル、導波管、有線通信リンク、無線通信リンクなど）などの伝送型媒
体がある。
【００４８】
　一般的な意味で、当業者は、広範囲のハードウエア、ソフトウエア、ファームウエア、
またはその任意の組み合わせにより、個別におよび／もしくは集合的に実施できる、本書
で説明したさまざまな態様は、各種の「電気回路」で構成されたものとして考えられると
理解する。その結果、本書で使用するとき、「電気回路」には、限定されないが、少なく
とも1つの個別の電気回路を有する電気回路、少なくとも1つの集積回路を有する電気回路
、少なくとも1つの特定用途向け集積回路を有する電気回路、コンピュータプログラムに
より設定された汎用演算装置を形成する電気回路（例えば、本書で説明したプロセスおよ
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び／または装置を少なくとも部分的に遂行するコンピュータプログラムにより設定された
汎用コンピュータ、または本書で説明したプロセスおよび／または装置を少なくとも部分
的に遂行するコンピュータプログラムにより設定されたマイクロプロセッサ）、および／
または記憶素子を形成する電気回路（例えば、各形態のランダムアクセスメモリ）、通信
装置を形成する電気回路（例えば、モデム、通信スイッチ、または光学的電気設備）など
が含まれる。当業者は、本書で説明した主題は、アナログまたはデジタルの方法またはそ
の何らかの組み合わせで実施しうることが理解できる。
【００４９】
　本書で説明した主題では、時としてその他の異なるコンポーネント内に含まれる、また
はそれに接続された異なるコンポーネントが描写される。描かれたこうした構造は、単に
模範的なものであり、また実際に、同じ機能性を達成するその他数多くの構造も実施でき
ることが理解される。概念的な意味で、同一の機能性を達成するためのコンポーネントの
任意の配置は、所望の機能性が達成されるように効果的に「関連付け」られている。ゆえ
に、特定の機能性を達成するために本書で組み合わせる任意の2つのコンポーネントは、
構造または中間コンポーネントに関係なく、所望の機能性が達成されるように互いに「関
連付けられている」ものと考えられうる。同様に、そのように関連付けられている任意の
2つのコンポーネントは、所望の機能性を達成するために互いに「動作可能なように接続
されている」、または「動作可能なように連結されている」ものと考えることができ、ま
たそのように関連付けることのできる任意の2つのコンポーネントも、所望の機能性を達
成するために互いに「動作可能なように連結可能」なものと考えることができる。動作可
能なように連結可能なものの具体的な例には、限定されないが、物理的に結合可能なコン
ポーネントおよび／もしくは物理的に相互作用するコンポーネント、無線で相互作用可能
なコンポーネントおよび／もしくは無線で相互作用するコンポーネント、および／または
論理的に相互作用するコンポーネントおよび／もしくは論理的に相互作用可能なコンポー
ネントなどが含まれる。
【００５０】
　いくつかの例において、1つ以上のコンポーネントは、本書では「～に設定された」と
いうことができる。当業者は、「～に設定された」とは、一般的に、文脈で他の意味が要
求されない限り、活性状態のコンポーネントおよび／または不活性状態のコンポーネント
および／またはスタンバイ状態のコンポーネントなども包括されるものと理解する。
【００５１】
　本書で説明したこの主題の特定の態様を示し説明してきたが、当業者にとっては、本書
の教示に基づき、本書で説明した主題、およびそのより広い態様を逸脱することなく変更
および修正を行いうること、またそのより広義の側面やそれゆえに添付された請求項は、
本書で説明した主題の真の精神および範囲内にあるものとしてその範囲内にそうしたすべ
ての変更および修正も含められることが明らかである。さらに、「A、B、およびCのうち
少なくとも1つなど」と類似した表現が使用されている場合には、一般にそうした構造は
、当業者ならその表現を理解すると思われる意味で意図されている（例えば、「A、B、お
よびCのうち少なくとも1つを持つシステム」には、限定はされないが、Aのみ、Bのみ、C
のみ、AとBを一緒に、AとCを一緒に、BとCを一緒に、および／またはA、B、Cを一緒に持
つシステムなどが含まれる）。「A、B、またはCなどのうちの少なくとも1つなど」と類似
した表現が使用されている場合には、一般にそうした構造は、当業者ならその表現を理解
すると思われる意味で意図されている（例えば、「A、B、またはCのうち少なくとも1つを
持つシステム」には、限定はされないが、Aのみ、Bのみ、Cのみ、AとBを一緒に、AとCを
一緒に、BとCを一緒に、および／またはA、B、Cを一緒に持つシステムなどが含まれる）
。当業者にとっては、明細書、請求項、または図面のどれであるかにかかわらず複数の選
択的な用語を提示している択一的な単語や句は実質的にすべて、その用語のうちどれか一
つ、用語のいずれか、または両方の用語を含む可能性が意図されていると理解されるべき
ことが理解される。例えば、「AまたはB」という句は、「A」または「B」または「Aおよ
びB」の可能性が含まれる。
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【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】処理装置および画像キャプチャ装置を含む通信装置
【図２】携帯電話
【図３】携帯情報端末（PDA）
【図４】携帯用ビデオゲームプレーヤー
【図５】携帯オーディオプレーヤー
【図６】顔の形態を認識するよう設定される携帯電話
【図７】網膜スキャンを実施するよう設定される携帯電話
【図８】経皮スキャンを実施するよう設定される携帯電話
【図９】動作検出装置が含まれる携帯電話
【図１０】第一の地理的位置から第二の地理的位置に装置が移動する地理的地域
【図１１】ディスプレーでのテキスト出力を含む携帯電話
【図１２】携帯電話に含まれる視覚投影装置によるテキスト出力を含む携帯電話
【図１３】使用者の反応時間を図解した時系列
【図１４】擬似乱数時間方式に従い取られた測定値を図解した時系列
【図１５】実施可能な時間枠中および測定要求の後に取った測定値を図解した時系列
【符号の説明】
【００５３】
　異なる図面で同一の記号を用いている場合は、文脈で別途の判断がなされない限り、類
似または同一の項目である。
　１００　　装置
　１０２　　携帯電話
　１０４　　携帯情報端末（PDA）
　１０６　　携帯ゲームプレーヤー
　１０８　　携帯オーディオプレーヤー
　１１０　　ハウジング
　１１２　　キーボード
　１１４　　ボタン
　１１６　　マイクロフォン
　１１８　　センサー
　１２０　　ディスプレー
　１２２　　スピーカー
　１２４　　データ転送インタフェース
　１２６　　アンテナ
　１２８　　処理装置
　１３０　　メモリ
　１３２　　画像キャプチャ装置
　１３４　　画像
　１３６　　顔の形態
　１３８　　画像
　１４０　　目の網膜スキャン
　１４２　　呼気分析計
　１４４　　動作検出装置
　１４６　　位置決定装置
　１４８　　第一の地点
　１５０　　第二の地点
　１５２　　テキスト出力
　１５４　　第一のテキストサイズ
　１５６　　第二のテキストサイズ
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　１５８　　視覚投影装置

【図１】 【図２】

【図３】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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要解决的问题：提供一种用于测量生理状况的检测系统，以实现对健康
状况的连续监控。 该设备可以配置有移动终端，并且包括一个或多个通
信传输和音频/视频再现装置以及生物信号检测装置，并且操作该设备的
输出并分析用户和生物信号的反应。 测量和测量生理状况（听力，视敏
度，敏捷度，记忆力，呼吸分析，身体运动/振动等）。 [选型图]图1


